
　推進員は最初町三役が助言者で３回行い、

第４回から「同和行政推進委員会、解放運動

推進委員会、学校同和教育推進委員会、社会

同和教育推進委員会」と記録係（役場職員）

の５名で2008年第38回まで、第39回から新

たに「桂川町人権・同和問題協議会、人権教育

啓発推進委員会、役場課長」と記録係として

役場係長で行ってきました。2016年から現在の推進員３名と記録係で行っています。呼

び名も最初は「部落問題懇談会」として始まり、第24回から「同和問題地域懇談会」第

29回から、「人権・同和問題地域懇談会」に変わっていきました。また、この年から体験

的参加型学習となり、推進員が参加者とテーマに沿って話し合う懇談会形式で行う様に

なりました。

　1981年福岡県が７月を同和問題啓発強調月間とさだめ、桂川町も1982年から桂川町

同和問題啓発強調月間とし、街頭啓発（町内３ヶ所、現在は町内５ヶ所)や講演会を行って

います。第１回の講演会は当時部落解放同盟中央本部書記長の上杉佐一郎氏の

「地域改善対策特別措置法について」の講演でした。

　市民講座は令和２年度で38回目、地域懇談会は50回目を迎えることになっていました

が、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止、令和２年度は啓発動画の作成や

啓発パネル展のみを行いました。５・６ページを参照してください。 

『けいかん』のあゆみ 年　表

推進員研修会の様子

７月 同和問題啓発強調月間懸垂幕

（桂川町公民館）

７月 同和問題啓発強調月間

街頭啓発（桂川駅）
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